






























A Study on the relationship of Holy Spirit (or Dimon) to Soul in Platonʼs『Φαι̃δρος』




は じ め に



























2 プラトンが書き言葉に真の実在がないであろうと考えていた点については，『パイドロス』275D から 276B
（136 ページ⚒から 138 ページ⚗行目）を参照。また，ブチャー著（田中秀央・和辻哲郎・寿岳文章共訳）『ギ































































































ち悟性，すなわち理性であると言う（前掲書『省察』省察二（38 ページ 15 から 16 行目））。
5 プラトン著（藤沢令夫訳）『パイドロス』（245D（56 ページ⚕行目）。
6 プラトン著（藤沢令夫訳）『国家（上）』440E から 441B（第⚔巻第 16 章，358 ページ 16 から 359 ページ 16
行目）参照。










































8 前掲書『国家（上）』439E（第⚔巻第 14 章，355 ページ 16 行目）。




13 前掲書『パイドロス』245E（57 ページ⚙から 10 行目）。




































17 前掲書『パイドロス』253E（77 ページ⚙から 11 行目）参照。












































































26 前掲書『パイドロス』247A（60 ページ 11 から 12 行目）。
27 前掲書『パイドロス』247C（61 ページ⚖行目）。
28 前掲書『パイドロス』247C（61 ページ 11 から 13 行目）。
29 プラトンは，「真実なる知識とはみな，この《実有》についての知識なのだ」と理解している（前掲書『パ
イドロス』247D（61 ページ 14 から 15 行目））。










































36 前掲書『パイドロス』248A（62 ページ 13 から 15 行目）。
37 前掲書『パイドロス』248A（63 ページ⚑から⚒行目）。

































43 この掟については，前掲書『パイドロス』248D から E（64 ページ⚗から 65 ページ⚓行目）参照。
44 前掲書『パイドロス』248E（65 ページ⚔から⚕行目）。
45 前掲書『パイドロス』249A（65 ページ 12 から 15 行目）。プラントンの『国家（下）』614B から 615D（第






































言う（上掲書『パイドーン』74C（141 ページ 10 から 11 行目））。
49 前掲書『パイドロス』249C（66 ページ 12 から 14 行目）。
50 前掲書『パイドロス』250B から C（68 ページ 14 から 69 ページ⚘行目）参照。また同書訳注（168 ページ⚗
から 169 ページ⚓行目）に秘儀の意味について簡潔に説明されている。
51 前掲書『パイドロス』249D（66 ページ 16 行目）。
52 前掲書『パイドロス』249D（67 ページ⚑から⚒行目）。























55 前掲書『パイドロス』244A（52 ページ⚙から 10 行目）。
56 前掲書『パイドロス』244A（52 ページ 10 から 11 行目）。
57 前掲書『パイドロス』242D（48 ページ 10 行目）。













るもの」と述べている（前掲書『パイドロス』265A（108 ページ 12 から 14 行目））。さらに，神がかりによ
る狂気を四人の神々に結びつけている。「予言の霊感はアポロンが，秘儀の霊感はディオニソスが，他方ま
た詩的霊感はムゥサの神々が，第四番目のそれはアプロディテとエロースがつかさどる」と述べている（前
掲書『パイドロス』265B（108 ページ 17 から 109 ページ⚑行目））。























61 前掲書『パイドロス』244B（52 ページ 15 から 53 ページ⚒行目）。ここでのシビュラは神巫である。このシ
ビュラという名は多くの土地につけられていて，その正体を正確には摑めないと言われている。

















































70 前掲書『パイドロス』259C（91 ページ 10 から 14 行目）。
71 前掲書『パイドロス』259C から D（91 ページ 14 から 16 行目）。



































77 前掲書『パイドロス』250A（67 ページ 15 から 68 ページ⚓行目）。



















































83 前掲書『パイドロス』250E から 251A（70 ページ⚓から⚘行目）。
84 前掲書『パイドロス』251A（70 ページ 10 から 12 行目）。
85 前掲書『パイドロス』251A（70 ページ 14 行目）。
86 前掲書『パイドロス』251B（70 ページ 15 行目）。




































90 前掲書『パイドロス』251C（71 ページ⚖から 15 行目）参照。
91 前掲書『パイドロス』251D から E（72 ページ⚔から⚙行目）。
92 前掲書『パイドロス』251E から 252A（72 ページ 11 から 13 行目）。
93 前掲書『パイドロス』252A（72 ページ 12 から 14 行目）。
94 前掲書『パイドロス』252Aから B（72 ページ 17 から 73 ページ⚑行目）。プラトンは，前掲書『饗宴』211





































96 前掲書『パイドロス』252D（74 ページ 11 から 14 行目）。




































101前掲書『パイドロス』255B（80 ページ⚙から 11 行目）。
102前掲書『パイドロス』255B（80 ページ 11 から 13 行目）。
103前掲書『パイドロス』255C から D（81 ページ⚒から⚖行目）。
104前掲書『パイドロス』255D（81 ページ 12 から 13 行目）。


























107前掲書『パイドロス』256D（83 ページ 14 から 15 行目）。
108前掲書『パイドロス』256D（83 ページ 17 から 84 ページ⚑行目）。
109前掲書『パイドロス』256D（84 ページ⚔から⚕行目）。ここの二人の生活は，魂の欲望的部分が完全に支配

















































111前掲書『パイドロス』257D（86 ページ 16 から 87 ページ⚑行目）。
112前掲書『パイドロス』257E（87 ページ⚔から⚕行目）。
113前掲書『パイドロス』258B（88 ページ⚙から 10 行目）。

















117前掲書『パイドロス』260A（96 ページ⚙から 10 行目）。
118前掲書『パイドロス』260B（96 ページ 12 行目）。
119前掲書『パイドロス』260B（96 ページ 13 から 14 行目）。











門の影のようなものである」と言う（前掲書『ゴルギアス』463D（58 ページ 12 行目））。ソクラテス（プラ
トン）は，ソフィストの術も経験や熟練である，と言っている。
121トラシュマコス（Θρασύμαχος, Thrasýmachos）（前 459 年頃生-前 400 年頃没））は，黒海のボルボロス海峡
に臨む都市カルケドンの出身であった。リュシアス（前 458 年-前 378 年）と同時代人であった。彼の著作
や思想につては不明である。弁論術発達の歴史において，その最初の時代を飾った重要な人物であったと
考えられる。


















る人物である（前掲書『国家（上）』338E（第⚑巻第 12 章，56 ページ 13 から 57 ページ⚒行目）参照）。

































とゼノンの話術を説明している（前掲書『パイドロス』261D（98 ページ⚗から 11 行目）参照）。
またアリストテレスは，ゼノンを問答法の創始者としている。彼の『ソフィスト』において。




125前掲書『パイドロス』261E（98 ページ 13 から 14 行目）。
126前掲書『パイドロス』261E（98 ページ 14 から 16 行目）。
127前掲書『パイドロス』262A（99 ページ 11 から 12 行目）。
128前掲書『パイドロス』262A（99 ページ 12 から 13 行目）。
129前掲書『パイドロス』262A（99 ページ 16 から 17 行目）。


































134前掲書『パイドロス』262C（100 ページ 12 から 13 行目）。
135前掲書『パイドロス』262C（100 ページ 14 行目）。




























141前掲書『パイドロス』238B から C（37 ページ⚒から⚗行目）参照。
142前掲書『パイドロス』266A（110 ページ 12 行目）。
143前掲書『パイドロス』266A（110 ページ 12 から 13 行目）。
144前掲書『パイドロス』266A（14 から 15 行目）。心の錯乱とは，狂気のことである。
145前掲書『パイドロス』266B（111 ページ 12 行目）。プラトン（藤沢令夫訳）の『国家（下）』532Aから B（第


























が展開されている（前掲書『パイドロス』266E から 267A（112 ページ 13 から 113 ページ⚗行目）参照）。
147エウエノス（Εὔηνος, Euēnos）（？）は，アッティカの東南方の海上，小アジアとの中間ぐらいにあるパロス
島出身であった。彼は，ソフィストであった。プラトン著（田中美知太郎・池田美恵共訳）『ソークラテー
スの弁明』20B から C（15 ページ⚔から⚖行目）に，彼は「エウエーノスというのだ，ソークラテース，パ
ロスの者で，報酬は五ムナーだ，と言った」として登場している。エウエノスが，一国の市民としてもつべ
き徳を知っていて，金銭をとって人間教育をしているソフィストとして登場させている。前掲書『パイド






148前掲書『パイドロス』267A（113 ページ 10 行目）。
149テイシアス（Τεισίας, Teisias）（前 480 年頃生-？）はシケリア（シチリア）島のシュラクサイの人であった。
彼の師コラクスと共に弁論術の創始者と考えられ，弁論術の大御所であった。なお，アリストテレスは，
『ソフィスト』において，弁論術の創始者はエンペドクレスであると述べている。
































150前掲書『パイドロス』267A（113 ページ 11 から 12 行目）。
151前掲書『パイドロス』267Aから B（113 ページ 12 から 15 行目）。
152プロディコスは，アッティカ州の東南海上のケオス島（現在のケア島）のイウリスの出身で，弁論家という






























153前掲書『パイドロス』267B（113 ページ 17 から 114 ページ⚑行目）。














































































（同書 313D から 314B（23 ページ⚑から 24 ページ 11 行目）参照）。
158前掲書『パイドロス』267C（114 ページ 11 から 12 行目）。ここでカルケドン人とは，トラシュマコスを指し
ている。
159前掲書『パイドロス』267D（114 ページ 13 から 16 行目）。
160前掲書『パイドロス』269B（119 ページ⚖行目）。
161前掲書『パイドロス』269B（119 ページ⚗行目）。
162前掲書『パイドロス』269B から C（119 ページ⚗から 11 行目）。
163前掲書『パイドロス』270B（121 ページ 10 から 12 行目）。



































ページ 11 から 12 行目）参照）。
165前掲書『パイドロス』270E（123 ページ⚘行目）。
166前掲書『パイドロス』270E（123 ページ⚙行目）。
167前掲書『パイドロス』271A（123 ページ 16 から 124 ページ⚑行目）。
168前掲書『パイドロス』27A（124 ページ⚕から⚖行目）。
169前掲書『パイドロス』271B（124 ページ⚘から⚙行目）。
170前掲書『パイドロス』271C から D（125 ページ⚙から 11 行目）。
171前掲書『パイドロス』271D（125 ページ 11 から 13 行目）。
172前掲書『パイドロス』271D（125 ページ 14 から 15 行目）。






























175前掲書『パイドロス』272A（126 ページ 10 から 15 行目）参照。
176前掲書『パイドロス』274B（132 ページ 14 から 133 ページ⚑行目）。
177前掲書『パイドロス』274E（134 ページ⚙行目）。
178前掲書『パイドロス』275A（134 ページ 13 から 14 行目）。
179前掲書『パイドロス』275A（134 ページ 15 から 16 行目）。
































186前掲書『パイドロス』275E から E（136 ページ 15 から 137 ページ⚒行目）。
187前掲書『パイドロス』276A（137 ページ 15 から 16 行目）。
188前掲書『パイドロス』276A（137 ページ 16 行目）。
189前掲書『パイドロス』276A（137 ページ 12 行目）。プラトンは，この言葉を「自分をまもるだけの力をもち，
他方，語るべき人々には語り，黙すべき人々には口をつぐむすべを知っているような言葉」と説明している



































191前掲書『パイドロス』277E（142 ページ 14 行目）。
192前掲書『パイドロス』277E（142 ページ 14 から 15 行目）。
193前掲書『パイドロス』278A（142 ページ 16 から 17 行目）。







































201前掲書『パイドロス』278D（144 ページ 17 行目）。
202プラトン著（藤原令夫訳）『国家（下）』484B（18 ページ 12 から 14 行目）。
203前掲書『国家（下）』485B（第⚖巻第⚒章，21 ページ⚘から 10 行目）。












































































212前掲書『パイドーン』82C（159 ページ 14 から 15 行目）。これは，「財を愛する多くの人々のように財産をな
くして貧乏することを恐れるからではない。また彼らは権力や名誉を愛する人々のように悪しき生活にと
もなう不名誉や不評判を恐れるゆえに，それから離れているのでもない」とプラトンは説明している（前掲

























































































札幌学院大学経済論集 第 16 号（2020 年 2 月)
点とは相異している。筆者もデカルトの認識論に与する。しかし，本稿では，エピクロスな
どの唯物論との論争の渦には入り込むことはできない。
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